
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 ５月 1７日 

第８０号 

3000万人署名 提出集会は6月7日（木）に！ 
一筆でも多く署名を届け、安倍退陣に追い込もう！ 

 

 

 
 

 

大阪 
 

大阪 

  

” 
全 教 
青年部 

  

 

12 日（土）の夜に行われた青年憲法交流企画「憲法と出会う」

は、「憲法について自分の言葉で語ってみよう」という青年部常

任委員会での議論から企画しました。初めに「憲法○○条と私」

というテーマで常任委員３名が憲法を考え始めたきっかけや憲

法を今どう考えているかをリレートークしました。その後、小グル

ープで参加者同士が憲法について考えていることを話し合い交

流しました。話し合いの中では、「こんなことを言っていいのか分

からないけど」と前置きをしながら自分の考えを話したり、「憲法

について興味をもったことがなかった」「『平和のために９条に自

衛隊を書き込む』ことがどうしてダメなのか実はよく分からない」と

いった率直な思いを自由に語り合ったりできました。参加者から

は「初めての体験でした。憲法について人に話す機会がなく、

人生において意義がありました。リレートークは３人だけでなく、

『自分も伝えたい』と思った人も多いはず。自分も地元に帰って

実践したい」といった感想が寄せられました（左写真）。 

13 日（日）の総会の議論の中でも憲法に関連する発言があ

り、それぞれが「組合活動」と「教育」や「憲法」などをどう結びつ

けながら、仲間づくりや活動を広げていったらいいのか思いを交

流できました。 

 

総会終了後、参加者に呼びかけて、四ツ谷駅で憲法 3000 万署名

と若者憲法集会の宣伝を行いました。宣伝に初参加の青年含め 17

名が参加し、シールアンケートも活用しながら対話や署名の呼びかけ

を行い 30 分間で 43 筆の署名が集まりました。署名を呼びかけるとき

に、「教職員の労働組合です」と話すと署名をしてくれる人がいたり、

シールアンケートに応じてくれた中学生からは「今が平和なんだから、

９条は変えなくていいと思う」といった声も寄せられたりしました。初参

加の青年からは、「みんなでやれば怖くないって思った」「思ったよりも

反応が良かった」という感想がありました（左上、右写真）。 

今後も、全教青年部として、6月3日の若者憲法集会への参加を全

国に呼びかけるなど、青年教職員による「憲法・平和をまもりいかすと

りくみ」を広めていきたいと思います。 

 

全教青年部は、５月12～13日に開催した第34回定期総会に合わせて、青年憲法

交流企画「憲法と出会う」と四ツ谷駅街頭宣伝を行いました。 

 



 

  
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○安倍内閣を退陣に追い込む国会前連続行動に総結集を！ 
森友・加計疑惑徹底追及！安倍内閣は総辞職を！ 

５月１７日（木）18：30～国会議員会館前 

  １９日（土）昼（14時～）国会議員会館前 

   ２４日（木）18：30～国会議員会館前 

  ２６日（土）昼（14時～）美ら海壊すな国会包囲 ＊ 

  ３１日（木）18：30～国会議員会館前 

６月５日（火）18：30～オスプレイ飛ばすな＠野音 

  １０日(日)昼（14時～）国会包囲行動←新たに決まりました! 

主催 戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委、安倍９条改憲 NO!全国市民アクション実行委 

＊基地の県内移設に反対する県民会議、「止めよう！辺野古埋め立て」国会包囲実行委員会との共催  
 

 

 

大阪 
保育所門前で保護者と対話

がはずむ 福保労･穂積福祉会分会 

 穂積福祉会分会（ほづみ保育園斑・なかよしわ

んぱく保育園斑・水尾保育園斑）では、組合員１人

３０筆は必ず集めきるという目標をたてて取り組ん

でいます。 

 ２０１８年全国保育団体合同研究集会が大阪で

開催されるので、その参加費などの資金作りで、物

販も日常的に行っています。その時に、水尾保育

園班では 3000 万人署名も置いて保護者に訴えか

けをしています。保育合憲のテーマにも「平和」が

入っています。「保育をするためには大前提として

平和な世の中でなくてはならない」と話すと、「そう

ですね!」と家族分を書いてくれる保護者、家に持

って帰って書いてきてくれる保護者もいました。ま

た、「もし（他国から）攻め込まれたら、どうするの?」

など、関心を持って話してくれる保護者もいて、署

名は書いてもらうことができなくとも、私たちが考え

ていることを話す機会にもなりました。 

まだまだ、数は少ないですが、3000 万人署名の

達成に向けて独自のとりくみを考えていきたいと思

います。（大阪労連・憲法闘争本部 3000 万人署名推進

ニュース NO.12 5 月 9日号より） 

 

神奈川 

 5 月 3 日憲法記念日に県内で 180 万目標のう

ち54万 948筆、8日現在では54万 7286筆に到

達、国会会期末まで、さらに広げようと県内各地

でさまざまな行動がおこなわれています。 

お店で町内会で集めています！ 

 横浜戸塚区で、30 年間婦人服店を営んでいる

茂木節子さん。「なにしろ 3000 万だから。いつも

気にかけておかないと…」と、お茶飲みスペース

もある店内に「署名用紙」を常設して顧客のみな

さんに声をかけています。また、町内会役員のご

近所さん７～8人に、署名用紙を30枚預け、集め

役を依頼するなど、地元力をフル活用。これまで

500 筆以上を集めていますが、「まだまだ集めま

すよ！」と頑張っています。 

僕たちは戦争に行きたくない！ 

 5月 3日、小田原駅で署名塩田行動をおこなっ

た西湘共同センターのみなさん。「僕たちは、絶

対に戦争に行きたくない！」という少年たちと対

話になり署名しました。 

ハガキ署名の返信で５３００人の署名が！ 

自宅のポストに入ったハガキ署名を見て、「私も

近所に配布したい」と話す男性が、「友人が中学

校の同窓会で署名を集めてくれるというので再度

署名を送ってください」という電話があるなど、神

奈川憲法共同センターが作成したハガキ署名の

返信は5300筆を超えています（５/2現在）。（神奈

川憲法共同センター 3000 万署名推進ニュース 20

号 5 月 20 日号より）  

  署名1筆、ひと声が
平和を守る力に！ 

3000万人署名提出集会 
 6 月７日（木）14時～ 
衆議院第1議員会館国際会議場 

＊署名用紙の現物を全労連に送ってくだ
さい。 

 


